




要約:当院 NICU へ昭和 52 年～昭和 62年末までに入院し生存退院した超未熟児 78名、極小

未熟児345名の中枢神経後障害を検討した。後障害は超未熟児の10.2%、極小未熟児の11.2%

に見られた。超未熟児の 75%、極小未熟児の 33%は重度知能障害、三四肢麻痺を呈した。極

小では痙性対麻痺が最も多く 48%を占めた。後障害児の療育開始時期は 1～2 才であった。

後障害児の過半数は NICU 退院迄に予測可能であった。 


